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かつて、わ

先人たちは、

に畏敬の念

に手を入れ

 茅ヶ崎市文

林の植生調査

を探ること

姿を知る端緒

 市内にある

す。また、調

で訪れている

地域の神社の

というもの

んだ茅ヶ崎

と思います。

 

 

 

茅ヶ崎市は

湾に面し、北

丘陵地から海

陵の南面か

北部の丘

コナラなど

神原や清水谷

沖積低地

でも一部の地

耕作に重要な

砂丘地の大

防林のクロマ

きます。 

 今回では、

潜在植生を探

査を行ってい

 

 

茅ヶ崎

われわれの祖

、開発を行い

を込めて、神

られずにきま

文化資料館で

査を行ってい

になります。

緒となるので

る 38 社のう

調査で収集

る神社を、「

の自然や、か

を見つめる機

の本来の自然

。 

は東西６.９

北は高座丘陵

海岸に至るま

ら海岸の砂で

陵地は、雨水

の雑木林やス

谷などでは、

は、宅地造成

地域では以前

な役割を果た

大部分は住宅

マツが海岸線

、前述の地形

探る意味も込

います。 

崎市の自然

はじめに

祖先は、森を

いながらも、

神社や祠を祀

ました。 

では、平成

います。小さ

。身近な存在

ではないかと

うち、23 社

したデータを

まちの中の森

かつての人々

機会としたい

然の姿を、小

４km、南北

陵の最南端で

までは西側の

で形成された

水や河川の浸

スギやヒノキ

、その豊かな

成が進む以前

前の姿のまま

たしています

宅地となり、

線を彩り、海

形やその土壌

込めて、丘陵

について 

に 

を開拓するこ

、尾根筋・斜

祀ってきまし

19（2007

さな森である

在である神社

と考えたから

社の調査が終

をもとに、お

森」という視

々の自然との

いと考えてい

小さな森であ

北７.６０km、

で、火山灰や

の半分は、河

た砂丘地があ

浸食によって

キなどの植裁

な自然にふれ

前は広々とし

まで保全され

す。このよう

小高く起伏

海浜性植物も

壌ごとにそも

陵地、平地、
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ことで、家、

斜面・水際と

した。そして

7）年 4 月か

る神社の自然

社の多様な自

らです。 

終わっている

お正月などの

視点から紹介

の向き合い方

います。身近

ある神社の自

、周囲３０.

軽石が堆積

河川が運んだ

あります。

てできた数多

裁林がありま

れることがで

した農耕地で

れて残存して

うな草原では

伏した砂丘上

も多く見るこ

もそもの植生

砂丘地に分

田畑、集落

といった人間

て、鎮守社は

から、市民と

然を調べるこ

自然や、都市

ため、中間報

の年中行事、

介します。ま

方、現在の社叢

近な存在であ

自然を通じて

４６km で面

した関東ロー

だ土砂の堆積

多くの谷戸が

ます。豊かな

できます。

であり、屋敷

ています。河

は多様な動植

上には砂

ことがで

生である

分けて調

落、そしてム

間の干渉に敏

は神聖なる領

と協力して茅

ことは、本来

市化の進んだ

報告を兼ねて

お宮参りや

た、自然と人

叢林を知るこ

ある神社の多

て市民の皆様

面積が３５.７

ーム層からな

積物などによ

があり、湧水

な植物層と生

敷林や社寺林

河川流域は農

植物を観察で

茅ヶ崎

ムラを作って

敏感な自然は

領域であるた

茅ヶ崎市内の

来の自然であ

だ茅ヶ崎の本

て特別展を開

や七五三など

人間の営みの

ことで、「くら

多様な自然、

様に知ってい

７６ｋ㎡です

なる丘陵地が

よる沖積低地

水にも恵まれ

生態系が保た

林は樹木で覆

農耕地の水利

できます。 

崎市 

てきました。

は残し、そこ

ため、みだり

の神社の社叢

ある潜在植生

本来の自然の

開催いたしま

どの人生儀礼

の境にある、

らしと自然」

都市化の進

いただきたい

す。南は相模

があります。

地の平地、丘

れ、クヌギや

たれ、堤の天

覆われ、現在

利となり水田

 

こ

り

叢

生

の

ま

礼

進

い

模

丘

や

天

在

田
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はじめに、当市の神社についてご紹介します。当市各地区の神社は、その祭祀組織から、4 つに分類

することができます。 

①旧村（江戸時代の村）で祀り、村人全員が氏子となって祭祀組織を構成する神社（いわゆる鎮守・

氏神と呼ばれるもの） 

②村の中の組で祀る神社 

③村組内の組織である近隣組、あるいは数戸が共同で祀る神社（当市では、経済・日常生活の面で一

定の社会関係をもつイエの連合体で祀る神社は顕著ではありません） 

④一戸の家で祀る神社（屋敷神） 

 例えば、北部の芹沢・中ノ谷のある家では屋敷神として稲荷を祀り、毎年二月初午に祭りを行う一方、

中ノ谷全体で祀る神明様の祭祀にも参加しており、さらに芹沢全体で祀る腰掛神社の祭祀にも参加して

います。また、南部の南湖下町にはモクベエ神社とよばれる稲荷社があり、社の近隣 9 戸で祀りますが、

これらの家は下町全体で祀る住吉神社の祭祀組織の一員でもあります。芹沢で祀られる稲荷は先述の④

にあたり、モクベエ稲荷は③、中ノ谷の神明様、南湖下町の住吉神社は②、腰掛神社は①にそれぞれ該

当します。①～④の神社のあり方は、各地区で一律ではなく、決して固定的なものではありません。歴

史の中で変遷がみられます。市内各地区には①～④の祭祀組織に支えられ続けてきた神社があり、①の

鎮守を頂点として重層的な祭祀組織ができているといえます。 

 表 1 は①の鎮守社をまとめたものです。表から、鎮守は 1 村 1 鎮守となっていることが分かります。

これは『新編相模風土記稿』*にも記されており、江戸時代末期にはすでに 1 村 1 鎮守でした。 

 鎮守は、かつての集落のまとまりを捉える概念であるムラを考えるのに不可欠な要素です。単に信仰

対象という側面だけではありません。鎮守は、ムラの家々の連帯であり、一つの結集点でもあります。

近世にムラが成立していく中で、そこで生活を営む人々のまとまりと鎮守が同時に確立していったと考

えられます。その意味において、現在も残る鎮守社は、近世からの自然が残されている可能性の高い場

所として捉えることができる貴重なフィールドであるといえます。 

＊天保 12(1841)年に編纂された相模国の地誌。相模国に所属する郡・村の沿革・地誌を網羅したもの。 

 

 

表 2 調査対象神社一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎市の神社について 

表 1 茅ヶ崎の鎮守社
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表 2 調査対象神社 

 
 

当市における最初の植生調査は、昭和 48（1973）～49（1974）年に当地での踏査が行われ、そ

の結果は『茅ヶ崎市の植生』（宮脇昭・藤原一繪,1976）にまとめられています。また、神奈川県教育委

員会による社寺林調査が過去に３度行われており、その結果は『神奈川県社寺林調査報告書 第一次調

査』（神奈川県教育委員会,1974）、『神奈川県における社寺林の植物社会学的調査・研究 －神奈川県社

寺林調査報告書 第 2 次調査－』（宮脇昭ほか,1979）、『社寺林指定調査報告書』（神奈川県教育委員

会,1994）で報告されています。 

 今回、当館で社叢林調査を行うにあたり、過去の調査記録と比較研究することができないか検討しま

した。しかしながら、過去の調査方法が不明確なこと、また過去の調査結果が図表等を用いて細かな数

値で把握できないことから、1970 年代と比較するのではなく、現在の状態を記録保存することに調査

目的を設定しました。 

 

社叢林調査について 

*1 



 

 

 

 

森は、芝生

層、下草が多

ます。 

タブノキや

ノキ、低木層

マント群落

りする役目を

類がソデ群落

緑の孤島の

ことが分か

持続できる仕

種子をつけ、

生や草原とは

多層群落を形

やスダジイな

層にアオキや

・ソデ群落は

を果たしてい

落を構成しま

のように住宅

りました。特

仕組みをもっ

、群落によっ

神社の樹

は異なり、図

形成し、さら

などの常緑樹

やヤツデ、草

は、外から森

います。クズ

ます。 

宅街にある鶴

特にマント群

っていること

って守られた

木 

図のような立

らに土の中の

樹林は、高い

草本層にベニ

森に風や直射

ズやフジ類な

鶴嶺八幡社も

群落・ソデ群

との表れだと

た森は隠れ場

図

5 

立体的な多層

のカビやバク

い層を構成し

ニシダやヤブ

射日光を防い

などのツル植

も、調査の結

群落が形成さ

と考えられま

場所や休息地

図 1  階層構造

層構造をして

クテリアなど

します。その

ブランなどが

いだり、他の

植物がマント

結果、狭いな

されていたこ

ます。マント

地になります

造図 

写真 1 鶴嶺八

ています。高

どが、限られ

の下の亜高木

が生育してい

の植物が入っ

ト群落を、草

ながらも立体

ことは、鶴嶺

ト群落は、野

す。 

八幡社のマン

高木層、亜高

れた空間の中

木層にヤブツ

います。 

ってこないよ

草原生のネザ

体的な森を形

嶺八幡社の森

野鳥や昆虫の

ト・ソデ群落 

高木層、低木

で生きてい

バキ、モチ

う保護した

ザサ、ススキ

形成している

森が自立して

の食物となる

 

 



 

 

 

都市化と

ササビが住ん

社叢林の植

蜜を与えるか

動物やキノ

樹林の低い

れらは野鳥

また貯食
ちょしょく

土の中や樹皮

てが見つけ

いくつかは忘

社寺の木々

がありますが

提供し、その

ているのです

 

 

古くから

古典的な玩具

う。 

ドングリは

広葉樹のコナ

はかま（殻斗
か く

的には、堅果
け ん

シワなど、

ドングリの

葉樹は、鎮守

す。シイ、カ

月頃に落ちま

で過ごし、春

ということで

堅

ともに茅ヶ崎

んでいたとか

植物の花にチ

かわりに、花

コもあります

い位置を見る

によって運ば

といって、ネ

皮にドングリ

られて食べら

忘れられて発

々でやかまし

が、鎮守の森

の一方で野鳥

す。 

「ドングリこ

具の材料にな

は常緑広葉樹

ナラ、クヌギ

斗
く と

）のついて

果
ん か

といいます

山地の主な木

の種子をつけ

守の森の高い

カシ類などの

ます。地面に

春に発芽しま

で、実生
み し ょ う

とい

神社と動

果（ドング

崎の街並みも

か、フクロウ

チョウやハナ

花粉を運んで

す。 

ると、アオキ

ばれた種子か

ネズミ類やコ

リなどの種子

られるのでは

発芽すること

しくヒヨドリ

森がこれらの

鳥が森林のサ

ころころ…」

なっています

樹のシイ、タ

ギ、アベマキ

ている果実の

す。また、ブ

木々もドング

け、大木にな

い部分を構成

のドングリは

に落ちたあと

ます。これを

いいます。 

物 

グリ） 

も大きく変化

ウがいたなど

ナアブ、ハナ

でもらいます

キやシュロ、

から芽生えた

コゲラなどの

子を隠します

はなく、その

ともあります

リが騒いでい

の野鳥に生息

サイクルに手

」と童謡でも

す。子どもの

タブ、カシ類

キなどの木に

の俗称です。

ブナやミズナ

グリをつけま

なるブナ科な

成する大切な

は 9 月下旬か

と、しばらく

を「実から生
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化してきまし

どの話を聞く

ナムグリなど

す。また植物

ナンテン、

たものと考え

の野鳥が

す。すべ

のうちの

す。 

いること

息場所を

手を貸し

 

 

も親しまれる

の頃、近くの

類、落葉

に生
な

り、

植物学

ナラ、カ

ます。 

などの広

な木々で

から 11

く土の中

まれた」

した。しかし

くことがあり

どの昆虫がや

物を食べるケ

ネズミモチ

えられます。

るドングリは

の山や林に拾

し市街地の社

ります。 

やってきます

ケムシやハム

チなどがある

 

写

は、日本のヤ

拾い集めに行

写真 3 

社寺林でも、

す。植物は昆

ムシ、落葉を

ることに気づ

写真 2 コゲラ

ヤジロベエや

行かれた方も

スダジイ（ブ

タヌキやム

昆虫に花粉や

食べる土壌

づきます。こ

（キツツキ科）

やコマなどの

多いでしょ

ブナ科）の堅果

 

 

果 
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